　エネルギー変換効率
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

エネルギーが変換されるときの秘密をくわしく調べよう
振り子の復習
· 振り子が連続して動くのは
（　　　　　　　）エネルギー　←→　（　　　　　　　）エネルギー

２つを合わせて（　　　　　　的エネルギー）のやりとりがあるから。

→　しかし、いつかは止まる。止まる原因は、運動の方向と逆にはたらく

・おもりとその周りにある空気との（　　　　　　　　）
→（　　　　　　　　　）エネルギー
・支点とひもとの（　　　　　　　　　）

→（　　　　　　　　　）エネルギー
・

などがあげられる。

→　振り子に利用したい（　　　　　　　　）エネルギーと（　　　　　　　　　）エネルギー以外に変換されている。
エネルギーの変換の秘密　１

◎振り子の運動で変換されるエネルギーは、　位置エネルギー　と　運動エネルギー　以外にも

（　　　　　　　　　）エネルギーや、（　　　　　　　　　）エネルギーがある。

これらのエネルギーを生み出しているのも、振り子を運動させるときに与えた（　　　　　　　　　　　　）である。
→何もないところからエネルギーがわいて出るようなことはなく、与えたエネルギーがいくつかの種類のエネルギーに変換されている。
☆変換後のエネルギーを全部かき集めると、もとのエネルギーになる。このことを

	エネルギーが変換される前後でエネルギーの（　　　　　　　）は変わらない（保存される）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）という


エネルギー変換の秘密　２
◎エネルギーが変換されるとき、１種類のエネルギーだけに変換されることはない。

→必ず、利用したいエネルギー以外に、熱や振動など他のエネルギーにも変換されている。
→「消費したエネルギー」　に対する　「利用できるエネルギー」の割合を（　　　　　　　　　　　　　　　　）効率という。
◎豆電球と白色LEDの消費エネルギーを調べてみよう。（電源装置で3.5Vを印加し電流値を測る）
	
	豆電球
	白色LED

	電圧（V）
	3.5V
	3.5V

	電流（A）
	
	

	1秒のエネルギー（電圧×電流×1秒）
	
	


→（　　　　　　　　　　　　）の方が少ないエネルギーで点灯できる。
エネルギーの変換前後で、エネルギーの（　　　　　　　）は保存され、

利用したいエネルギーに変換される（　　　　　　　　）効率は100%ではない。
